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はやいもので、６月も終わりを迎えようとしています。生徒の皆さんも、入学・進級
して３ヵ月が経ち、学校生活にもだいぶ慣れたことと思います。 

さて、６月終わりから７月初めのこの時期は、「半夏生（はんげしょう）」と呼ばれ

ます。半夏生とは、日本の暦で季節が移り変わる日を表す「雑節（ざっせつ）」のひと
つで、夏至から数えて１１日目ごろにあたります。この日を境に梅雨が終わりに向かう
とされていますが、今年の半夏生は７月２日にあたります。ちなみに、「節分」、「入
梅」、「彼岸」、「土用」「八十八夜」なども雑節のひとつで、この日から次の季節に
移っていくと言われています。 

半夏生は稲作と深く関連していて、稲の根がしっかりと張るように願いを込めて、こ
の時期にタコを食べる地域があります。主に関西地方の風習ですが、昨年は本校の給食
でも半夏生の時期にタコ飯が提供されました。 

稲は、５月から６月にかけて植えられることが多いですが、植えられたばかりの苗は
とても弱いそうです。病気になったり風で倒れたり、雑草に養分をとられてうまく育た
なかったり、農家の人は気が抜けない日を送ります。それこそ、手塩にかけて育てて見
守るのです。人間も、小さい頃はすぐに熱を出したり嘔吐をしたり、様々な病気に感染

したりするものです。小さな子をもつ親は、手がかかって大変な思いをするものですが、
稲作でも同じことが言えるのです。 

その弱かった苗も、半夏生の時期になるとだいぶ丈も伸びて太くなり、たくましくな
ってきます。農家の人は少しほっとできて、やっと気持ちを休めることができるように
なります。地域によっては、半夏生の時期には農作業をしないで心身を休めることもあ
るようです。 

この時期にタコを食べる風習に触れましたが、タコにはタウリンという物質が豊富に
含まれていて、疲労回復に効果があります。半夏生のころにタコを食べるというのは、
昔の人の知恵なのかもしれません。他にも、この時期に焼きサバや餅、うどんなどの栄
養価の高いものを食べる地域もあります。ずっと働きづめで疲れた心身の回復に努め、
暑い夏に備えるためと考えられます。 

半夏生を迎えると農家の人は少し安心できると書きましたが、その一方で、この時期
は梅雨の終わりの大雨に見舞われて稲が水没したり、高い湿度で稲に病気が発生したり

雑草が一気に生い茂ることもあるそうです。田植え以来、大切に守り育ててきた稲が、
少しの油断でその努力が台無しになることもあるということです。 

 半夏生の時期には、農家の人にとって、「油断してはならない」といういましめの意
味もあるような気がしています。 

  

さて、話題を安方中学校の生活に戻します。生徒の皆さんは４月以来、学習・部活動
・委員会活動・運動会などによく頑張ってこの時期を迎えました。先週には期末テスト
も終わり、少しほっとしている頃だと思います。３年生の多くは部活動にも区切りがつ
き、達成感や満足感を感じている人も多いのではないでしょうか。 
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 テストが終わり、夏休みも近づいてくる半夏生のこの時期は、生徒の皆さんにとって
も「油断してはならない」といういましめの意味をもちます。これまで努力し成長して
きたことが、気の緩みから台無しになるのは悔しいことです。朝礼でも言いましたが、 

「慣れる」ことが「だれる」ことにつながらないように、まわりの人を大切にして気持
ちを引き締めて生活してほしいと思います。 

 半夏生の今、新しい目標を明らかにして、油断することなく成長を続ける安方中学校
の生徒であることを願っています。 

 

タブレット等ICTの活用 
本校は今年度、「大田区 ICT 教育推進授業モデル実証校（先進校）」の指定を受けま

した。授業において、教師用タブレットや生徒一人一台タブレットを有効に活用して、
生徒の関心を高めて学力向上につなげることを目的とします。また、実践の成果を他校
に広く発信して、大田区全体のレベルアップに寄与していきます。 

また、授業以外にも ICT を活用した取り組みに挑戦していきます。「朝のタブレット

学習」や週末の「タブレットによる学習サポート」には昨年度から取り組んでいます。 

生徒総会や生徒会レクも、生徒が主体になってオンラインで実施しました。 

 ６月９日（木）と６月１４日（火）には、オンライン双方向授業を行いました。今後、 

休校などになったとしても、すぐにオンラインで学びを継続させるための準備です。や

ってみて課題も様々ありますが、工夫をして解決していきたいと考えています。また、
オンラインのよさもあると感じています。まわりを気にしなくてよいので、発言や発表
がしやすいという面もあります。対面を基本にしつつ、オンラインも取り入れて生徒の
豊かな学びを追求していきたいと思っています。 

 

【タブレットを活用した取り組み】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 
本校の学校ホームページに、「安方中学校ダイアリー」という項目を設け、毎日更新

しています。日々の生徒の様子や先生方の取り組み、校舎内の様子などをアップしてい
ます。学校に気軽に来ることができない今般、少しでも学校の様子がお伝えできればと
考え取り組んでいます。ぜひ、ご覧ください。 
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